
特別養護老人ホーム飛鳥晴山苑

1　本年度の基本方針

２　職員体制

施設名

所在地

事務員 １名

合　　計 １１３名 ６４名

訪問看護事業

所長 １名

看護師

理学療法士

２名

２名

２名

看護職員 ４名

介護職員 ７名 ９名

通所事業

認知症通所事業

管理者 １名

生活相談員 ２名

柔道整復師 １名

運転手・他 １３名

入所事業

居宅介護支援事業
管理者（主任ケアマネ） １名

ケアマネージャー ２名

運転手・他 ９名

管理栄養士 ３名

介護補助員 ９名

事務職員 ３名

１名

介護職員 ７５名 １１名

副施設長 １名

介護支援専門員 ２名

令和８年度　事業計画

東京都北区西ヶ原4-51-1

通所事業 45/25/25 日・年末年始

所　　管　　事　　業

事　業　名

訪問看護事業 ー 土日祝

定員 休業日

入所事業 156 ー

短期入所事業 16 ー

認知症対応型通所事業

居宅介護支援事業

12

ー

日・年末年始

日祝

生活相談員 ３名

作業療法士 １名

①地域の方々から「選ばれる施設になる」こと。

②地域の方々や同僚から「選ばれる職員になる」こと。

③業務改善を継続し、従来の概念にとらわれず職種の垣根を超えた1人２役をこなす職員になること。

事　業　所 職　　　　　種 常　　　　　勤 非　　常　　勤

看護職員 ３名 ６名

理学療法士 １名

管　理　者 施設長 １名



３-１　事業名

入所事業　/　短期入所事業

　【本事業のミッション】

　【令和８年度の取組目標】

　【重点目標】

　【施設・設備整備計画】

電話交換機、固定電話とナースコールの更新を検討中

令和５年度実績 令和６年度実績 令和７年度見込 令和８年度目標

◆財務基盤強化への取組

【収入の確保策】特養目標稼働率96.2％（１日平均150名）短期入所目標稼働率106.3％（１日平均17

名）。年間を通し目標稼働を維持する。特養空床への短期入所利用の促進。緊急入所、北区一時保護

事業、北区緊急生活支援の積極的な受入れ。緊急性の高い方を優先入所できる「特別枠入所」を活用

し、常にウエイティングリスト５名を確保し、満床常態化を目標とする。

【支出の削減策】

職員採用が著しく困難な状況を見据え、少人数でも効率良く業務を廻せるオペレーション（原則２ユ

ニット日勤３名体制）を堅持。簡素化によるムダなコストを洗い出し支出縮減に努める。職員一人ひ

とりが苑を自宅同様に想い、水道光熱費をはじめ各経費の節約を意識してもらう。

◆利用者支援サービスの充実

ユニットケアの特性を活かし、ご入所者、ご利用者個々の人間性、意志と自己決定を最大限尊重した

個別ケアを実現できるサービスを提供する。

◆コンプライアンス計画

「身体拘束廃止等適正化検討委員会・虐待防止委員会」を毎月開催し、身体拘束ゼロを基本に姿勢の

拘束、言葉の拘束、生活環境の拘束についても考察する。「虐待の芽チェック」を３ヶ月に１回実施

し、職員の虐待防止に関する意識動向を確認する。始業前にスタッフルームに掲示している「不適切

ケア17項目」の確認徹底。条例・通知等については迅速な情報共有を行う。

◆人材育成と職場環境の整備

昨年度より導入した動画視聴研修は概ね好評であるため、８年度も継続し職員の負担軽減と効率化を

図る。実技・対面が必要な研修は適宜実施する。また外部研修には積極的に参加し各人のスキルアッ

プを図る。

資格取得支援制度を活用し、多くの有資格者による苑全体のサービスの質向上を目指す。

全室に「見守りカメラ」を導入し、事故予防・事故検証・職員保護の体制を整える。

入所 93.7% 94.3% 93.9% 96.2%

短期入所 109.8% 106.8% 104.5% 106.3%

定員

令和８年度事業計画

◆目標利用率

156名 / 16 名

本事業は入浴、排泄、食事等の介護その他日常生活の世話、機能訓練、健康管理及び療養上の世話を

行う。　要介護高齢者がその人らしい日常を過ごせるよう支援する。

入所待機している方のご要望に応えるべく１日でも早い入所を心がけ、空床を極力減らす。

職員一人ひとりが常に業務改善を心掛け、生産性向上を進めて行く。

「適切な声掛け等」接遇面の強化を図り、不適切ケアゼロを目指す。



３-２　事業名

通所事業　/　認知症対応型通所事業 定員 45名　25名　25名 / 12名

　【本事業のミッション】

　【令和８年度の取組目標】

　【重点目標】

　【施設・設備整備計画】

令和８年度は実施の計画はありません。

◆利用者支援サービスの充実

異なる特色を持つ3つの通所部門の各所で求められるサービスについて再考し、アクティビティやイ

ベントの拡充、交流しやすい環境づくりを図る。また、備品、設備の老朽化に伴い修理しながら使用

を継続しているが、旧式で修理不能なものも出てきている。更なる利用者支援の充実のために必要な

ものを吟味して補充及び交換を進め、利用者対応を充実させることで参加意欲を高める。

◆コンプライアンス計画

特養で企画する「身体拘束廃止等適正化検討委員会・虐待防止委員会」に毎月参加し、身体拘束ゼロ

を基本に姿勢の拘束、言葉の拘束、生活環境の拘束についても考察する。虐待に繋がる「不適切ケア

17項目」を日々チェックし、職員同士の啓発を行う。

◆人材育成と職場環境の整備

内部研修・外部研修等各種研修には積極的に参加を推奨し、各人のスキルアップを図る。

資格取得支援制度を活用し、多くの有資格者による苑全体のサービスの質向上を目指す。

働きやすい職場を提供するために、ICT機器を活用した業務効率化と衛生管理や感染症対策を徹底

し、清潔感のある安心・安全な職場環境を整える。

◆財務基盤強化への取組

【収入の確保策】一般デイ目標稼働率84.9％（１日平均38名）、介護予防デイ目標稼働67.1％（１回

平均20名）、認知対応型デイ目標稼働率55.8％（１日平均6.7名）。年間を通し目標稼働を維持す

る。在宅会議での空き情報、利用希望者情報の共有強化。利用者へ振替利用の提案促進。

【支出の削減策】人件費抑制。稼働率に応じた適正な職員配置を徹底・遵守する。一人の職員が二役

三役をこなせる様なセクションを超えたヘルプ体制作り。職員一人ひとりが職場を自宅のように想

い、水道光熱費をはじめ各経費の節約を意識してもらう。

通所　一般 89.3% 84.9% 83.8% 84.9%

認知通所 59.4% 55.8% 45.0% 55.8%

84.5% 67.1% 66.7% 67.1%通所　予防

令和８年度事業計画

本事業は要介護になった高齢者が在宅で生活できるよう、生活機能の維持や向上、社会的孤立感の解

消、さらに利用者の家族の身体的精神的負担を軽減するために支援する。

従来からの通所部門内での連携や地域の居宅介護支援事業所への営業活動は継続し、それらに加えて

通所部門内のみでなく、在宅サービスの一つである短期入所部門との連携を確立する事で両部門にお

ける満足度を高め、新規の利用者の獲得につなげる。

◆目標利用率

令和５年度実績 令和６年度実績 令和７年度見込 令和８年度目標



３-３　事業名

居宅介護支援事業 定員 なし

　【本事業のミッション】

　【令和８年度の取組目標】

　【重点目標】

　【施設・設備整備計画】

令和８年度は実施の計画はありません。

令和６年度実績 令和７年度見込 令和８年度目標

令和８年度事業計画

◆人材育成と職場環境の整備

内部研修・外部研修・法人本部研修等各種研修には積極的に参加を推奨し、各人のスキルアップを図

る。

働きやすい職場を提供するために、業務改善等のソフト面と衛生管理や感染症対策等のハード面の両

面を整える。また、カスタマーハラスメントに対する取組や学習の機会等を設ける。

◆財務基盤強化への取組

【収入の確保策】介護支援専門員３名それぞれの介護プランにおける上限は一人当たり44件(予防3分

の1カウントとの合計)、業務持続化および「特定事業所加算Ⅲ」の維持。

【支出の削減策】人件費抑制。ケアプランデータ連携システムによる業務効率化。超過勤務手当の縮

減を図る。

取扱件数 1,415 1,762 1,900 1,900

◆利用者支援サービスの充実

介護保険以外のサービス位置付けなど幅広くケアを受けられるようプラン作成を行い、ご利用者、ご

家族の満足度アップに繋げる。

◆コンプライアンス計画

個人情報取り扱いや権利擁護・虐待防止に関する指針、BCP策定見直し、居宅介護支援事業運営にお

ける法令遵守の徹底を継続する。

本事業は在宅で生活する要介護者が適切に介護サービスを利用できるよう、介護支援専門員が在籍

し、自宅(退院)復帰、要介護認定申請等の支援、在宅におけるケアプラン作成を行う。

ご利用者一人ひとりが自宅での自立した生活が送れるよう配慮したケアプラン作成に努める。地域包

括をはじめ併設事業所との連携をより一層強化する。また、他法人共同研修企画や指導育成機能を強

化できるよう取組む。

◆目標利用数

令和５年度実績



３-４　事業名

訪問看護事業 定員 なし

　【本事業のミッション】

　【令和８年度の取組目標】

　【重点目標】

　【施設・設備整備計画】

令和８年度は実施の計画はありません。

◆人材育成と職場環境の整備

訪問件数 5,943 5,747 5,300 5,100

◆利用者支援サービスの充実

地域ネットワークを大切にし、在宅ケアシステムの構築を図る。

ご利用者の状態に応じ、30分未満・1時間未満・1時間30分未満等の合理的な配分時間、及び訪問日

数を考慮する。

◆コンプライアンス計画

介護保険法、医療保険法等をはじめ他の法令・条例・通知等については迅速な情報共有と研修を適宜

行う。個人情報の扱いに留意する。

本事業は、疾病があっても住み慣れた自宅で、その人らしく、より良く生活を続けたいという意向に

沿って、看護職やセラピストなどが利用者宅を訪問して必要な看護やリハビリを提供する。

乳幼児から高齢者まで、24時間365日療養生活と在宅看取りを支援する。

新規ご利用者の契約を増加させ、職員一人当たり１日、4件～5件の安定した訪問件数を維持する。

◆目標利用率

令和５年度実績 令和６年度実績 令和７年度見込 令和８年度目標

内部研修・外部研修を通じ各人のスキルアップを図る。

働きやす職場を提供するために、業務改善等のソフト面と衛生管理や感染症対策等のハード面の両面

を整える。

◆財務基盤強化への取組

【収入の確保策】年間延べ訪問件数を5100件と設定。コンスタントに看護4～5件/日、リハビリ５～

６件/日の訪問を実施する。「緊急時訪問看護加算」「特別管理加算」「ターミナルケア加算」等は

職員体制との兼ね合いで適宜検討する。

【支出の削減策】

令和８年度事業計画


